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(57)【要約】
【課題】本発明は、簡単な構成で所定の空間に洗浄液を
概ね行き亘らせることができるレンジフード及びその洗
浄方法を提供することを目的とする。
【解決手段】レンジフードは、ハウジングの内部空間の
洗浄時に洗浄液を供給する洗浄液供給部と、ハウジング
の内部空間の下部に配置されており、排水口を有する整
流板１３と、ハウジング内に設けられ、洗浄液供給部か
ら洗浄液の供給を受け、洗浄液をハウジング内に噴射す
る洗浄液噴射部とを備え、洗浄液噴射部は、ハウジング
内に設けられ、内部空間の上部に洗浄液を噴射する第１
噴射部４１と、ハウジング内に設けられ、内部空間の下
部に洗浄液を噴射する第２噴射部４３とを有する点にあ
る。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体が取り込まれる内部空間と、前記内部空間から流体を排気する排気口とを有するハ
ウジングと、
　前記ハウジングの内部空間の洗浄時に洗浄液を供給する洗浄液供給部と、
　前記ハウジングの内部空間の下部に配置されており、排水口を有する整流板と、
　前記ハウジング内に設けられ、前記洗浄液供給部から洗浄液の供給を受け、前記洗浄液
を前記ハウジング内に噴射する洗浄液噴射部とを備え、
　前記洗浄液噴射部は、
　前記ハウジング内に設けられ、前記内部空間の上部に洗浄液を噴射する第１噴射部と、
　前記ハウジング内に設けられ、前記内部空間の下部に洗浄液を噴射する第２噴射部とを
有する、レンジフード。
【請求項２】
　前記第２噴射部からの洗浄液の噴射方向側に、前記排水口が位置している、請求項１に
記載のレンジフード。
【請求項３】
　前記排水口は、前記ハウジングの中央部を通過する仮想線上に位置しており、
　前記第１噴射部は、前記内部空間の外向きに洗浄液を噴射し、
　前記第２噴射部は、前記内部空間の内向きに洗浄液を噴射する、請求項２に記載のレン
ジフード。
【請求項４】
　前記ハウジングは、前記内部空間の一部を形成し、前記整流板に対向して配置され、前
記内部空間に流体を取り込むフード部を有し、
　前記第１噴射部は、前記整流板に対向する前記フード部の内面上部に洗浄液を噴射する
第１フード噴射部を有し、
　前記第２噴射部は、前記フード部の内面上部に対向する前記整流板に洗浄液を噴射する
第２フード噴射部を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載のレンジフード。
【請求項５】
　前記ハウジングは、前記内部空間の一部を形成し、前記内部空間に取り込まれた流体を
前記排気口へ送る送風機庫を有し、
　前記第１噴射部は、前記送風機庫の内面上部に洗浄液を噴射する第１庫内噴射部を有し
、
　前記第２噴射部は、前記送風機庫の内面下部に洗浄液を噴射する第２庫内噴射部を有す
る、請求項１～４のいずれか一項に記載のレンジフード。
【請求項６】
　前記請求項１～５のいずれか一項に記載のレンジフードの洗浄方法であって、
　前記第１噴射部により前記内部空間の上部に洗浄液を噴射した後、前記第２噴射部によ
り前記内部空間の下部に洗浄液を噴射する、洗浄方法。
【請求項７】
　前記第２噴射部は、前記排水口側に洗浄液を噴射する、請求項６に記載の洗浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンジフード及びその洗浄方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１及び特許文献２には、煙、湯気及び臭気等の調理に伴って排出される排気を
吸い込んで外部に排気するためのレンジフードが開示されている。
　特許文献１のレンジフードは、空気取入口を有する最下部の箱状体からなるフードと、
最上部の送風機と、フードと送風機との間を連通する筒体と、送風機に接続されたダクト
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とから構成されている。また、フードと筒体との境界には排気中の油分等を除去するため
にフィルタが設けられている。送風機を駆動すると、空気取入口を介してフード内に排気
が吸い込まれ、吸い込まれた排気は、フィルタを通った後、筒体を経てダクトから排出さ
れる。
【０００３】
　また、フード内には、フィルタの下部に対応して洗浄液噴出部が設けられている。洗浄
液噴出部には、中央部にフィルタ用ノズルが設けられ、長手方向両端に回転用ノズルが設
けられ、中央部のフィルタ用ノズルと長手方向両端の回転用ノズルとの間にフード用ノズ
ルが設けられている。洗浄液噴出部に接続された送水パイプから洗浄液が供給されると、
長手方向両端の回転用ノズルから噴出される洗浄液の勢いで洗浄液噴出部が回転する。さ
らに、フード用ノズルからフードの内面に洗浄液が噴射されるとともに、フィルタ用ノズ
ルからフィルタに洗浄液が噴射される。これにより、フィルタ及びフードの内面を自動で
洗浄できる。
【０００４】
　特許文献２のレンジフードは、フード本体と、フード本体内に設けられた送風機と、ダ
クトとから構成されている。また、送風機とダクトとの境界には排気中の油分等を除去す
るためにフィルタが設けられている。送風機を駆動すると、フードの吸気口からフード内
に排気が吸い込まれ、吸い込まれた排気は、フィルタを通った後、ダクトから排出される
。
【０００５】
　また、フード内には、洗浄液が貯められた洗浄液タンクが設けられている。洗浄液タン
ク内の洗浄液は、送水管からフィルタの上部に供給される。ここで、清掃信号が入力され
ると、送風機のファンが低速で駆動され、洗浄液がフィルタを通ってファンに送水されて
飛散する。これにより、洗浄液がフィルタの全周及びフードの内面に吹き付けられ、フィ
ルタ及びフードの内面が自動で洗浄される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３９０６４５３号公報
【特許文献２】特許第４３１０５５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、特許文献１の洗浄液噴出部は、回転させてフィルタ用ノズル及びフード用ノズ
ルから洗浄水を噴出させるために、その両端部に回転用ノズルを設ける必要があり、構造
が複雑である。
【０００８】
　また、特許文献２においては、フィルタの全周及びフードの内面に洗浄液を吹き付ける
ために、洗浄液をフィルタの上部から供給して送風機のファンに供給し、ファンの回転を
利用する。しかし、ファンが回転する回転面は固定されているため、例えばファンの回転
方向と直交する方向のフードの内面には洗浄液を吹き付けることができない場合がある。
このように、特許文献２の構成では、レンジフード内に洗浄液を供給できない場所が生じ
る場合がある。
【０００９】
　そこで、本発明は、簡単な構成で所定の空間に洗浄液を概ね行き亘らせることができる
レンジフード及びレンジフードの洗浄方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係るレンジフードの特徴構成は、
　流体が取り込まれる内部空間と、前記内部空間から流体を排気する排気口とを有するハ
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ウジングと、
　前記ハウジングの内部空間の洗浄時に洗浄液を供給する洗浄液供給部と、
　前記ハウジングの内部空間の下部に配置されており、排水口を有する整流板と、
　前記ハウジング内に設けられ、前記洗浄液供給部から洗浄液の供給を受け、前記洗浄液
を前記ハウジング内に噴射する洗浄液噴射部とを備え、
　前記洗浄液噴射部は、
　前記ハウジング内に設けられ、前記内部空間の上部に洗浄液を噴射する第１噴射部と、
　前記ハウジング内に設けられ、前記内部空間の下部に洗浄液を噴射する第２噴射部とを
有する点にある。
【００１１】
　本特徴構成によれば、洗浄液噴射部は、第１噴射部によりハウジングの内部空間の上部
に洗浄液を噴射し、第２噴射部によりハウジングの内部空間の下部に洗浄液を噴射する。
よって、ハウジングに第１噴射部及び第２噴射部を設けるという簡単な構成により、ハウ
ジングの内部空間内に洗浄液を概ね行き亘らせることができる。これにより洗浄ムラを抑
制できる。
【００１２】
　本発明に係るレンジフードの更なる特徴構成は、
　前記第２噴射部からの洗浄液の噴射方向側に、前記排水口が位置している点にある。
【００１３】
　本特徴構成によれば、第２噴射部によりハウジングの内部空間の下部に洗浄液を噴射す
るが、この噴射方向側には整流板に設けられた排水口が位置している。つまり、洗浄液及
びその洗浄液により剥がされた汚れ等を含む排水は、整流板の排水口側に集まるように進
む。よって、洗浄液及び汚れ等を含む排水を排水口から効率的に排出できる。
【００１４】
　本発明に係るレンジフードの更なる特徴構成は、
　前記排水口は、前記ハウジングの中央部を通過する仮想線上に位置しており、
　前記第１噴射部は、前記内部空間の外向きに洗浄液を噴射し、
　前記第２噴射部は、前記内部空間の内向きに洗浄液を噴射する点にある。
【００１５】
　本特徴構成によれば、
　第１噴射部により内部空間の外向きに洗浄液を噴射し、第２噴射部により内部空間の内
向きに洗浄液を噴射することで、ハウジングの内部空間内に洗浄液を概ね行き亘らせるこ
とができる。
　また、第２噴射部により、内部空間の内向きに洗浄液を噴射することで、ハウジングの
中央部を通過する仮想線上に位置する排水口に、洗浄液及びその洗浄液により剥がされた
汚れ等を含む排水を集め、効率的に排出できる。
【００１６】
　本発明に係るレンジフードの更なる特徴構成は、
　前記ハウジングは、前記内部空間の一部を形成し、前記整流板に対向して配置され、前
記内部空間に流体を取り込むフード部を有し、
　前記第１噴射部は、前記整流板に対向する前記フード部の内面上部に洗浄液を噴射する
第１フード噴射部を有し、
　前記第２噴射部は、前記フード部の内面上部に対向する前記整流板に洗浄液を噴射する
第２フード噴射部を有する点にある。
【００１７】
　本特徴構成によれば、第１フード噴射部はフード部の内面上部に洗浄液を噴射し、第２
フード噴射部はフード部の内面上部に対して下部に位置する整流板に洗浄液を噴射する。
よって、整流板とフード部とにより囲まれる空間に第１フード噴射部及び第２フード噴射
部を設けるという簡単な構成により、当該空間内に洗浄液を概ね行き亘らせて洗浄ムラを
抑制できる。
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【００１８】
　本発明に係るレンジフードの更なる特徴構成は、
　前記ハウジングは、前記内部空間の一部を形成し、前記内部空間に取り込まれた流体を
前記排気口へ送る送風機庫を有し、
　前記第１噴射部は、前記送風機庫の内面上部に洗浄液を噴射する第１庫内噴射部を有し
、
　前記第２噴射部は、前記送風機庫の内面下部に洗浄液を噴射する第２庫内噴射部を有す
る点にある。
【００１９】
　本特徴構成によれば、第１庫内噴射部は送風機庫の内面上部に洗浄液を噴射し、第２庫
内噴射部は送風機庫の内面下部に洗浄液を噴射する。よって、ハウジングに第１庫内噴射
部及び第２庫内噴射部を設けるという簡単な構成により、送風機庫内に洗浄液を概ね行き
亘らせて洗浄ムラを抑制できる。
【００２０】
　本発明に係るレンジフードの洗浄方法の特徴構成は、
　前記レンジフードの洗浄方法であって、
　前記第１噴射部により前記内部空間の上部に洗浄液を噴射した後、前記第２噴射部によ
り前記内部空間の下部に洗浄液を噴射する点にある。
【００２１】
　本特徴構成によれば、まず、第１噴射部によりハウジングの内部空間の上部に洗浄液が
噴射され、内部空間の上部の汚れが剥がれ落とされる。この内部空間の上部の汚れ等は、
内部空間の下部に落ちる。その後に、第２噴射部によりハウジングの内部空間の下部に洗
浄液が噴射され、内部空間の下部の汚れが剥がされる。よって、内部空間上部の汚れ等と
ともに、内部空間の下部の汚れ等も流し落とすことができる。
　また、第１噴射部による内部空間の上部への洗浄液の噴射と、第２噴射部による内部空
間の下部への洗浄液の噴射とが異なるタイミングで行われる。これにより、内部空間の上
部へ向かう洗浄液と内部空間の下部へ向かう洗浄液との干渉を抑制できる。よって、ハウ
ジングの内部空間内に洗浄液を効率よく行き亘らせて洗浄ムラを抑制できる。
【００２２】
　本発明に係るレンジフードの洗浄方法の更なる特徴構成は、
　前記第２噴射部は、前記排水口側に洗浄液を噴射する点にある。
【００２３】
　本特徴構成によれば、まず、第１噴射部によりハウジングの内部空間の上部の汚れが剥
がれ落とされ、内部空間の下部に落とされる。その後に、第２噴射部によりハウジングの
内部空間の下部に洗浄液が噴射されることで、内部空間上部の汚れ等とともに、内部空間
の下部の汚れ等も流し落とすことができる。
　また、第２噴射部は排水口側に洗浄液を噴射するため、第１噴射部からの洗浄液の噴射
により剥がれ落ちたハウジングの内部空間の上部の汚れ等を含む排水と、第２噴射部から
の洗浄液の噴射により剥がれたハウジングの内部空間の下部の汚れ等を含む排水とが、排
水口側に集まる。これにより、ハウジングの内部空間の上部及び下部を洗浄した際の排水
を効率よく排水口から排出できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】斜め上方から見たレンジフードの全体斜視図である。
【図２】レンジフードの底面図である。
【図３】図２のレンジフードのＩＩＩ－ＩＩＩ断面図である。
【図４】レンジフードを下部から見た底面図である。
【図５】図４のＶ－Ｖ断面視において、洗浄液がフードの空間Ｓ１の上部に噴射されてい
る様子を示す断面図である。
【図６】図４のＶＩ－ＶＩ断面視において、洗浄液がフードの空間Ｓ１の下部に噴射され
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ている様子を示す断面図である。
【図７】図３のレンジフードにおいて、庫内洗浄部の配置及び送風機庫の上部を洗浄して
いる様子を示す断面図である。
【図８】送風機庫を前側からみた場合において、庫内洗浄部の配置及び送風機庫の上部を
洗浄している様子を示す正面図である。
【図９】図３のレンジフードにおいて、庫内洗浄部の配置及び送風機庫の下部を洗浄して
いる様子を示す断面図である。
【図１０】送風機庫を前側からみた場合において、庫内洗浄部の配置及び送風機庫の下部
を洗浄している様子を示す正面図である。
【図１１】整流板の排水口の位置の変形例を示す空間Ｓ１の左右方向に沿った断面図であ
る。
【図１２】図１１のレンジフードを上部から見た上面図である。
【図１３】１つのフード上方向噴射部が左右方向の中央部に設けられた変形例を示す断面
図である。
【図１４】１つのフード上方向噴射部が左右方向の中央部に設けられた変形例を示す断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　〔実施形態〕
　本発明に係るレンジフード及びレンジフードの洗浄方法の実施形態について、図面を参
照して説明する。まずはレンジフードの全体構成について図１～図３を用いて説明する。
　（１）レンジフードの全体構成
　レンジフード１は、調理器（図示せず）の上方に設けられている。図１及び図３に示す
ように、レンジフード１は、ハウジング２と、整流板１３と、洗浄液供給部６５とを備え
ている。また、レンジフード１は、ハウジング２に排気を取り込む吸気口２３を開閉する
シャッタ３１と、シャッタ３１を駆動する駆動部（図示せず）とを備えている。さらに、
レンジフード１は、レンジフード１での換気、レンジフード１の洗浄等の各種を動作させ
るための複数のボタン等の指示受付部（図示せず）を備えている。そして、レンジフード
１は、指示受付部がユーザ等から指示を受け付けると、指示に応じた処理を行う制御部２
０を備えている。
【００２６】
　ハウジング２は、内部に空間Ｓ２（図３）を有し、下面が開口した直方体状の送風機庫
１７と、送風機庫１７の下方に連続して形成され、送風機庫１７内部の空間Ｓ２と連通す
る空間Ｓ１（図３）を内部に有するフード部１１とを有する。フード部１１は、調理器（
図示せず）を覆うように、送風機庫１７よりも前側、左右両側が拡張されて形成されてお
り、フード部１１の後面と、送風機庫１７の後面とは概ね面一である。送風機庫１７の空
間Ｓ２には送風機１５が設けられている。
【００２７】
　ハウジング２の下部には整流板１３が配置されており、ハウジング２と整流板１３とに
より内部空間Ｓが形成されている。より具体的には、フード部１１と整流板１３とにより
形成される、フード部１１の内部の空間Ｓ１と、送風機庫１７の内部の空間Ｓ２とが一体
となって、ハウジング２の内部空間Ｓが形成されている。
　送風機１５が駆動されると、内部空間Ｓには整流板１３の吸気口２３を介して、調理で
発生した煙、湯気及び臭気等の排気が取り込まれる。内部空間Ｓに取り込まれた排気は、
ハウジング２の送風機庫１７の上部に設けられた排気口１９から排出される。
【００２８】
　また、レンジフード１は、レンジフード１の内部空間を洗浄するために、後述の洗浄液
噴射部Ｎ（フード洗浄部４０、庫内洗浄部７０、送風機洗浄部４７）を備えている。洗浄
液噴射部Ｎは、後述の洗浄液供給部６５から洗浄液の供給を受けて、レンジフード１の内
部空間に洗浄液を噴射し、洗浄する。
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【００２９】
　以下では、図１等に示す方向、つまり上、下、前、後、右、左にしたがって説明を行う
。具体的には、整流板１３側を下とし、排気口１９側を上として上下方向を規定している
。また、上下方向に対して直交する前後方向において、フード部１１の突出方向が前であ
り、その反対が後である。そして、これら上下方向及び前後方向に直交する方向が左右方
向である。但し、この向きによって、本発明が限定されるものではない。
　なお、図１の全体斜視図は上方側からの図面であり、図２は底面側からの図であるが、
ハウジング２の前方を基準に左右が定義されている。その他の図面も同様である。
【００３０】
　フード部１１は、パネル部１１ａと、パネル部１１ａに連続して形成された外周部１１
ｂとを有する。パネル部１１ａは、整流板１３が下方に配置された状態で、整流板１３と
対向する板状部材である。外周部１１ｂは、パネル部１１ａの前側、左側及び右側におい
て、パネル部１１ａの外側に向かって連続して、かつ下方に突出して形成されている。
【００３１】
　そして、パネル部１１ａが整流板１３と対向しており、外周部１１ｂが整流板１３の前
側、左側及び右側を取り囲んでいる。これにより、フード部１１と整流板１３とにより囲
まれることで、図３等に示す空間Ｓ１が形成される。この空間Ｓ１に整流板１３の吸気口
２３から取り込まれた排気が導入される。
【００３２】
　送風機庫１７は、フード部１１の上部に設けられた中空の直方体状の筐体である。送風
機庫１７は、上壁１７ａと、上壁１７ａの４辺から下方に延びる側壁１７ｂと、上壁１７
ａと対向する底壁１７ｃとを有している。側壁１７ｂには、図３及び後述の図８に示すよ
うに、前側の側壁１７ｂ１、後側の側壁１７ｂ２、左側の側壁１７ｂ３及び右側の側壁１
７ｂ４が含まれる。後側の側壁１７ｂ２には送風機１５が取り付けられており、送風機１
５の下部に対応して底壁１７ｃが設けられている。底壁１７ｃには、左右方向の中央部か
つ前後方向の後部に、洗浄液及び汚れ等を排水するための第２排水口２７が設けられてい
る。第２排水口２７からは、排水管２８が延びている。底壁１７ｃは、側壁１７ｂから第
２排水口２７に向かうにつれて下方に向かっていると、排水が第２排水口２７に向かい易
く好ましい。例えば、底壁１７ｃは、前後方向において第２排水口２７に向かうにつれて
下方に向かう構成と、左右方向において第２排水口２７に向かうにつれて下方に向かう構
成との少なくともいずれかの構成が採用されて形成されていると好ましい。
【００３３】
　また、送風機庫１７は、底壁１７ｃの前端から上方に向かって延びる隔壁２１を有する
。隔壁２１を境界にして、送風機庫１７内の空間Ｓ２は、図３に示すように、隔壁２１の
前側の空間Ｓ２ａと、隔壁２１の後側の空間Ｓ２ｂとを含む。
【００３４】
　整流板１３は、レンジフード１の最下部に、フード部１１のパネル部１１ａと対向する
ように取り付けられている。整流板１３は、板状の底壁１３ａと、底壁１３ａの４辺から
上方に延出した側壁１３ｂとを有している。整流板１３の底壁１３ａには、排気を取り込
むための長方形状の吸気口２３が設けられている。吸気口２３は、前側、左側及び右側の
３か所の側壁１３ｂに沿って設けられており、フード部１１の外周部１１ｂに隣接して位
置している。吸気口２３は、例えば、吸気口２３に対応する底壁１３ａを上方に折り曲げ
て吸気口壁１３ｃを形成することで形成されている。
　整流板１３の一部に吸気口２３を設けることで開口面積が絞られ、調理で発生した油分
を含んだ排気の吸込速度が高まる。
　この吸気口２３は、レンジフード１の内部に洗浄液が噴射される場合には、シャッタ３
１により閉じられる。シャッタ３１は回動軸３３に取り付けられており、制御部２０の制
御により回動軸３３が回転することによりシャッタ３１が吸気口２３を開状態又は閉状態
にする。
【００３５】
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　整流板１３には第１排水口２５が設けられており、レンジフード１の空間Ｓ１及び空間
Ｓ２ａに噴射された洗浄液が第１排水口２５を介して排水される。第１排水口２５は、整
流板１３の左右方向の中央部かつ前後方向の後部に設けられている。第１排水口２５から
は排水管２６が延びている。整流板１３の底壁１３ａは、側壁１３ｂから第１排水口２５
に向かうにつれて下方に向かっていると、排水が第１排水口２５に向かい易く好ましい。
例えば、底壁１３ａは、前後方向において第１排水口２５に向かうにつれて下方に向かう
構成と、左右方向において第１排水口２５に向かうにつれて下方に向かう構成との少なく
ともいずれかの構成が採用されて形成されていると好ましい。
【００３６】
　（２）噴射部
　次に、レンジフード１が備える、レンジフード１内に洗浄液を噴射する洗浄液噴射部Ｎ
について以下に説明する。洗浄液噴射部Ｎは、空間Ｓ１に設けられるフード洗浄部４０と
、空間Ｓ２ａに設けられる庫内洗浄部７０と、空間Ｓ２ｂに設けられ、送風機１５を洗浄
する送風機洗浄部４７とを有する。
【００３７】
　（２－１）フード洗浄部
　フード洗浄部４０について、図４～図６を用いて説明する。
　フード洗浄部４０は、フード部１１と整流板１３とにより囲まれる空間Ｓ１に対して洗
浄液を噴射する洗浄部であり、フード上方向噴射部（第１フード噴射部、第１噴射部）４
１（４１ａ、４１ｂ）とフード下方向噴射部（第２フード噴射部、第２噴射部）４３（４
３ａ、４３ｂ）とを有する。フード上方向噴射部４１及びフード下方向噴射部４３の噴射
角は、これに限定されないが、例えば概ね１２０°である。
【００３８】
　フード上方向噴射部４１は弁５１を介して洗浄液供給部６５に接続されており、フード
下方向噴射部４３は弁５３を介して洗浄液供給部６５に接続されている。そして、フード
上方向噴射部４１は、制御部２０により弁５１が操作されることで、フード部１１のパネ
ル部１１ａに向けて下部から上部に洗浄液を噴射する。これにより、空間Ｓ１のうち、パ
ネル部１１ａの内面上部（下面）と空間Ｓ１の側壁上部とを含む内面上部空間に洗浄液が
噴射される。同様に、フード下方向噴射部４３は、制御部２０により弁５３が操作される
ことで、整流板１３に向けて上部から下部に洗浄液を噴射する。これにより、空間Ｓ１の
うち、パネル部１１ａの内面下部（上面）と空間Ｓ１の側壁下部とを含む内面下部空間に
洗浄液が噴射される。
【００３９】
　また、フード上方向噴射部４１は、空間Ｓ１の前後方向の中央部、空間Ｓ１の左右方向
の中央部、かつ、整流板１３の上面に設けられている。そして、フード上方向噴射部４１
は、フード上方向噴射部４１ａ及びフード上方向噴射部４１ｂを有する。フード上方向噴
射部４１ａ及び４１ｂは左右方向に隣接して配置されており、フード上方向噴射部４１ａ
は左側に、フード上方向噴射部４１ｂは右側に配置されている。そして、図５に示すよう
に、フード上方向噴射部４１ａは、フード部１１のパネル部１１ａに対して下部から上部
に向かって、かつ左右方向の中央部から左方向に亘って洗浄液を噴射する。一方、フード
上方向噴射部４１ｂは、フード部１１のパネル部１１ａに対して下部から上部に向かって
、かつ左右方向の中央部から右方向に亘って洗浄液を噴射する。
【００４０】
　フード下方向噴射部４３は、空間Ｓ１の前後方向の前端部、空間Ｓ１の左右方向の両端
部、かつ、フード部１１のパネル部１１ａの下面に設けられている。そして、フード下方
向噴射部４３は、フード下方向噴射部４３ａ及びフード下方向噴射部４３ｂを有する。フ
ード下方向噴射部４３ａは空間Ｓ１の左端部に、フード下方向噴射部４３ｂは空間Ｓ１の
右端部に配置されている。そして、図６に示すように、フード下方向噴射部４３ａは、空
間Ｓ１に位置する整流板１３、つまりパネル部１１ａと対向する整流板１３に対して上部
から下部に向かって、かつ左端部から中央部に亘って洗浄液を噴射する。一方、フード下
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方向噴射部４３ｂは、空間Ｓ１に位置する整流板１３に対して上部から下部に向かって、
かつ右端部から中央部に亘って洗浄液を噴射する。
【００４１】
　上記のように配置されたフード上方向噴射部４１とフード下方向噴射部４３は、ユーザ
等からレンジフード１の洗浄の指示を受け付けると、制御部２０より次のように操作され
る。
　指示受付部がユーザ等から洗浄動作の指示を受け付けると、制御部２０は回動軸３３を
制御してシャッタ３１を駆動し、吸気口２３を閉状態とする。
　そして、制御部２０は、まず、フード上方向噴射部４１ａ及び４１ｂから洗浄液を噴射
するように制御する。このとき、制御部２０は、弁５１を開状態に制御する。これにより
、図５に示すように、フード上方向噴射部４１ａ及び４１ｂは、フード部１１のパネル部
１１ａに対して下部から上部に向かって、かつ左右方向の中央部から左方向及び右方向に
亘って洗浄液を噴射する。
　次に、制御部２０は、弁５１を閉状態に制御し、フード上方向噴射部４１ａ及び４１ｂ
からの洗浄液の噴射を停止する。
【００４２】
　続いて、制御部２０は、弁５３を開状態とし、フード下方向噴射部４３ａ及び４３ｂか
ら洗浄液が噴射されるように制御する。これにより、図６に示すように、フード下方向噴
射部４３ａ及び４３ｂは、整流板１３に対して上部から下部に向かって、かつ左端部及び
右端部から中央部に亘って洗浄液を噴射する。
　その後、洗浄が終了すると、制御部２０は、弁５３を閉状態に制御し、フード下方向噴
射部４３ａ及び４３ｂからの洗浄液の噴射を停止する。
【００４３】
　ここで、フード部１１と整流板１３とにより囲まれる空間Ｓ１には、内部上部空間（パ
ネル部１１ａの内面上部（下面）と空間Ｓ１の側壁上部とを含む空間）と、内面下部空間
（パネル部１１ａの内面下部（上面）と空間Ｓ１の側壁下部とを含む空間）とが含まれる
。上述の通り、フード洗浄部４０は、フード上方向噴射部４１により、パネル部１１ａの
内面上部を含む、空間Ｓ１の内部上部空間に洗浄液を噴射する。また、フード下方向噴射
部４３により、整流板１３の内面下部を含む、空間Ｓ１の内部下部空間に洗浄液を噴射す
る。よって、空間Ｓ１にフード上方向噴射部４１及びフード下方向噴射部４３を設けると
いう簡単な構成により、当該空間Ｓ１内に洗浄液が概ね行き亘るよう噴射できる。これに
より洗浄ムラを抑制できる。
　また、洗浄部位に対応させてそれぞれフード洗浄部４０を設けるという簡素な構成であ
るので、レンジフード１の小型化及び薄型化等コンパクト化を図ることができる。
【００４４】
　また、前述の通り、まず、フード上方向噴射部４１ａ及び４１ｂから、パネル部１１ａ
に対して下部から上部に向かって、かつ左右方向の中央部から左方向及び右方向に亘って
洗浄液が噴射される。これにより、パネル部１１ａの内面上部に洗浄液が噴射され、空間
Ｓ１の内部上部空間の汚れが剥がれ落とされる。この空間Ｓ１の内部空間上部の汚れ等は
、空間Ｓ１の内部空間下部に落ちる。その後に、フード下方向噴射部４３ａ及び４３ｂか
ら、整流板１３に対して上部から下部に向かって、かつ左端部及び右端部から中央部に亘
って洗浄液が噴射され、空間Ｓ１の内部下部空間の汚れが剥がされる。
【００４５】
　このような順序で洗浄液が噴射されることで、フード上方向噴射部４１ａ及び４１ｂか
らの洗浄液の噴射により剥がれ落ちた空間Ｓ１の内部上部空間と、フード下方向噴射部４
３ａ及び４３ｂからの洗浄液の噴射により剥がれた空間Ｓ１の内部下部空間の汚れ等を含
む排水が、整流板１３の中央部に集まるように進む。これにより、空間Ｓ１に洗浄液が噴
射された後は、洗浄液により剥がれた汚れを洗浄液とともに中央部に集めることができる
。
【００４６】
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　そして、第１排水口２５は、整流板１３の左右方向の中央部かつ前後方向の後部に設け
られている。つまり、前述の通り、洗浄液により剥がれた汚れが洗浄液とともに集められ
る左右方向の中央部側に第１排水口２５が位置している。そのため、洗浄液により剥がさ
れた汚れ等を含む排水は、整流板１３の左右方向の中央部の第１排水口２５側に集まるよ
うに進む。これにより、洗浄液及び汚れ等を含む排水を第１排水口２５から効率的に排出
できる。
【００４７】
　また、フード下方向噴射部４３ａ及び４３ｂ間に、フード上方向噴射部４１ａ及び４１
ｂが設けられている。これにより、フード下方向噴射部４３とフード上方向噴射部４１と
の上下方向の重なりを避け、整流板１３とフード部１１との間の隙間を小さくしてレンジ
フード１を薄型化できる。
【００４８】
　なお、フード上方向噴射部４１及びフード下方向噴射部４３の配置は上記に限定されず
、例えば、フード上方向噴射部４１及びフード下方向噴射部４３は、空間Ｓ１において前
後方向にランダムに設けられていてもよい。
【００４９】
　（２－２）庫内洗浄部
　庫内洗浄部７０について、図３、図７～図１０を用いて説明する。
　庫内洗浄部７０は、送風機庫１７の空間Ｓ２のうち隔壁２１の前側の空間Ｓ２ａに対し
て洗浄液を噴射する洗浄部であり、庫内上方向噴射部（第１庫内噴射部、第１噴射部）７
１（７１ａ、７１ｂ）と庫内下方向噴射部（第２庫内噴射部、第２噴射部）７３（７３ａ
、７３ｂ）とを有する。庫内上方向噴射部７１及び庫内下方向噴射部７３の噴射角は、こ
れに限定されないが、例えば概ね１２０°である。
【００５０】
　庫内上方向噴射部７１は弁５７を介して洗浄液供給部６５に接続されており、庫内下方
向噴射部７３は弁５９を介して洗浄液供給部６５に接続されている。そして、庫内上方向
噴射部７１は、制御部２０により弁５７が操作されることで、空間Ｓ２ａの上壁１７ａに
対して上下方向の中央部から上部に向かって洗浄液を噴射する。これにより、空間Ｓ２ａ
のうち、上壁１７ａと側壁１７ｂの上部とを含む内面上部空間に洗浄液が噴射される。同
様に、庫内下方向噴射部７３は、制御部２０により弁５９が操作されることで、空間Ｓ２
ａの下部に位置する整流板１３に対して上下方向の中央部から下部に向かって洗浄液を噴
射する。これにより、空間Ｓ２ａのうち、整流板１３の内面下部（上面）と側壁１７ｂの
下部とを含む内面下部空間に洗浄液が噴射される。
【００５１】
　また、庫内上方向噴射部７１は、図７、図８等に示すように、空間Ｓ２ａの前側の側壁
１７ｂ１の上下方向の中央部、かつ左右方向の中央部に設けられている。そして、庫内上
方向噴射部７１は、庫内上方向噴射部７１ａ及び庫内上方向噴射部７１ｂを有する。庫内
上方向噴射部７１ａ及び７１ｂは左右方向に隣接して配置されており、庫内上方向噴射部
７１ａは左側に、庫内上方向噴射部７１ｂは右側に配置されている。そして、図７及び図
８に示すように、庫内上方向噴射部７１ａは、空間Ｓ２ａの上壁１７ａに対して上下方向
の中央部から上部に向かって、かつ左右方向の中央部から左方向に亘って洗浄液を噴射す
る。一方、庫内上方向噴射部７１ｂは、空間Ｓ２ａの上壁１７ａに対して上下方向の中央
部から上部に向かって、かつ左右方向の中央部から右方向に亘って洗浄液を噴射する。
【００５２】
　庫内下方向噴射部７３は、図９、図１０等に示すように、空間Ｓ２ａの左側の側壁１７
ｂ３及び右側の側壁１７ｂ４において、前後方向の中央部、かつ、上下方向の中央部に設
けられている。より具体的には、庫内下方向噴射部７３は、左側の側壁１７ｂ３に設けら
れた庫内下方向噴射部７３ａ及び右側の側壁１７ｂ４に設けられた庫内下方向噴射部７３
ｂを有する。そして、図９及び図１０に示すように、庫内下方向噴射部７３ａは、空間Ｓ
２ａに位置する整流板１３に対して、左側の側壁１７ｂ３の上下方向の中央部から下部に
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向かって洗浄液を噴射する。一方、庫内下方向噴射部７３ｂは、空間Ｓ２ａに位置する整
流板１３に対して、右側の側壁１７ｂ４の上下方向の中央部から下部に向かって洗浄液を
噴射する。
【００５３】
　上記のように配置された庫内上方向噴射部７１と庫内下方向噴射部７３は、ユーザ等か
らレンジフード１の洗浄の指示を受け付けると、制御部２０より次のように操作される。
　指示受付部がユーザ等から洗浄動作の指示を受け付けると、制御部２０は回動軸３３を
制御してシャッタ３１を駆動し、吸気口２３を閉状態とする。
　そして、制御部２０は、まず、庫内上方向噴射部７１ａ及び７１ｂから洗浄液を噴射す
るように制御する。このとき、制御部２０は、弁５７を開状態に制御する。これにより、
図７及び図８に示すように、庫内上方向噴射部７１ａ及び７１ｂは、空間Ｓ２ａの上壁１
７ａに対して上下方向の中央部から上部に向かって、かつ左右方向の中央部から左方向及
び右方向に亘って洗浄液を噴射する。
　次に、制御部２０は、弁５７を閉状態に制御し、庫内上方向噴射部７１ａ及び７１ｂか
らの洗浄液の噴射を停止する。
【００５４】
　続いて、制御部２０は、弁５９を開状態とし、庫内下方向噴射部７３ａ及び庫内下方向
噴射部７３ｂから洗浄液が噴射されるように制御する。これにより、図９及び図１０に示
すように、庫内下方向噴射部７３ａ及び７３ｂは、空間Ｓ２ａに位置する整流板１３に対
して上下方向の中央部から下部に向かって、かつ左側の側壁１７ｂ３及び右側の側壁１７
ｂ４から中央部に亘って洗浄液を噴射する。
　その後、洗浄が終了すると、制御部２０は、弁５９を閉状態に制御し、庫内下方向噴射
部７３ａ及び７３ｂからの洗浄液の噴射を停止する。
【００５５】
　ここで、送風機庫１７に含まれる空間Ｓ２ａには、内部上部空間（上壁１７ａと側壁１
７ｂの上部とを含む空間）と、内面下部空間（整流板１３の内面下部（上面）と側壁１７
ｂの下部とを含む空間）とが含まれる。上述の通り、庫内洗浄部７０は、庫内上方向噴射
部７１により上壁１７ａ及び側壁１７ｂ１～１７ｂ４の上方に洗浄液を噴射し、庫内下方
向噴射部７３により整流板１３の内面下部及び側壁１７ｂ１～１７ｂ４の下方に洗浄液を
噴射する。よって、空間Ｓ２ａ前側の側壁１７ｂ１、左側の側壁１７ｂ３、右側の側壁１
７ｂ４に庫内上方向噴射部７１及び庫内下方向噴射部７３を設けるという簡単な構成によ
り、当該空間Ｓ２ａ内に洗浄液が概ね行き亘るよう噴射できる。これにより洗浄ムラを抑
制できる。
　また、洗浄部位に対応させてそれぞれ庫内洗浄部７０を設けるという簡素な構成である
ので、レンジフード１の小型化及び薄型化等コンパクト化を図ることができる。
【００５６】
　また、前述の通り、まず、前側の側壁１７ｂ１の庫内上方向噴射部７１ａ及び７１ｂか
ら、空間Ｓ２ａの上壁１７ａに対して上下方向の中央部から上部に向かって、かつ左右方
向の中央部から左方向及び右方向に亘って洗浄液が噴射される。これにより、空間Ｓ２ａ
の上壁１７ａ及び側壁１７ｂ１～１７ｂ４の上方に洗浄液が噴射され、これらの面の汚れ
が剥がれ落とされる。その後に、左側の側壁１７ｂ３及び右側の側壁１７ｂ４それぞれに
設けられた庫内下方向噴射部７３ａ及び７３ｂから、空間Ｓ２ａの整流板１３に対して上
下方向の中央部から下部に向かって、かつ左側の側壁１７ｂ３及び右側の側壁１７ｂ４か
ら中央部に亘って洗浄液が噴射され、これらの面の汚れが剥がされる。
【００５７】
　このような順序で洗浄液が噴射されることで、庫内上方向噴射部７１ａ及び７１ｂから
の洗浄液の噴射により剥がれ落ちた空間Ｓ２ａの内部上部空間の汚れと、庫内下方向噴射
部７３ａ及び７３ｂからの洗浄液の噴射により剥がれた空間Ｓ２ａの内部下部空間の汚れ
等を含む排水が、整流板１３の中央部に集まるように進む。これにより、空間Ｓ２ａに洗
浄液が噴射された後は、洗浄液により剥がれた汚れを洗浄液とともに中央部に集めること
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ができる。
【００５８】
　そして、第１排水口２５は、整流板１３の左右方向の中央部かつ前後方向の後部に設け
られている。つまり、前述の通り、洗浄液により剥がれた汚れが洗浄液とともに集められ
る左右方向の中央部側に第１排水口２５が位置している。そのため、洗浄液及びその洗浄
液により剥がされた汚れ等を含む排水は、整流板１３の左右方向の中央部の第１排水口２
５側に集まるように進む。これにより、洗浄液及び汚れ等を含む排水を第１排水口２５か
ら効率的に排出できる。
【００５９】
　なお、庫内上方向噴射部７１及び庫内下方向噴射部７３の配置は上記に限定されない。
例えば、庫内上方向噴射部７１及び庫内下方向噴射部７３は、空間Ｓ２ａにおいて、前側
の側壁１７ｂ１、左側の側壁１７ｂ３及び右側の側壁１７ｂ４の上下方向の中央部にラン
ダムに設けられていてもよい。
　また、例えば、庫内上方向噴射部７１は空間Ｓ２ａにおいて上壁１７ａに設けられ、庫
内下方向噴射部７３は整流板１３に設けられていてもよい。
【００６０】
　（２－３）送風機洗浄部
　空間Ｓ２ｂには、送風機洗浄部４７が設けられている。送風機洗浄部４７は、弁６１を
介して洗浄液供給部６５に接続されており、制御部２０の制御により送風機１５に対して
洗浄液を噴射する。送風機洗浄部４７は、例えば多数のノズルを有する多頭ノズルから構
成されており、洗浄液を送風機１５全体に亘って供給されるように洗浄液を噴射する。噴
射された洗浄液及びその洗浄液により剥がれた汚れ等の排水は、第２排水口２７を介して
排出される。
【００６１】
［別実施形態］
　（１）上記実施形態では、第１排水口２５は、整流板１３の左右方向の中央部かつ前後
方向の後部に設けられている。しかし、第１排水口２５の位置はこれに限定されない。例
えば、図１１、図１２に示すように、第１排水口２５は、整流板１３の左右方向の左端部
かつ前後方向の後部に設けられていてもよい。
　そして、フード下方向噴射部４３は、整流板１３の第１排水口２５の方向に上部から下
部に洗浄液を噴射可能な位置に配置されている。具体的には、フード下方向噴射部４３は
、上面視において、パネル部１１ａの前方かつ右側に配置されている。つまり、フード下
方向噴射部４３からの洗浄液の噴射方向に第１排水口２５が設けられている。
【００６２】
　これにより、フード下方向噴射部４３によって、整流板１３とフード部１１とにより囲
まれる空間Ｓ１に上部から下部に向かって、かつ左右方向の右方向から左方向に亘って洗
浄液を噴射する。このように洗浄液が噴射された後は、洗浄液により剥がれた汚れを洗浄
液とともに第１排水口２５に向かうように進めることができる。よって、汚れを含む排水
を第１排水口２５から効率的に排出できる。
【００６３】
　（２）上記実施形態では、第１排水口２５及び第２排水口２７が設けられている。しか
し、図３において、例えば隔壁２１、底壁１７ｃ及び第２排水口２７が設けられておらず
、整流板１３が後側の側壁１７ｂ２まで延びていてもよい。この場合、空間Ｓ１の洗浄後
の汚れ及び洗浄液も、空間Ｓ２（空間Ｓ２ａ及び空間Ｓ２ｂが一体化した空間）の洗浄後
の汚れ及び洗浄液もともに、第１排水口２５を介して排出される。このとき、フード下方
向噴射部４３ａ及び４３ｂの噴射方向側に第１排水口２５が位置し、かつ、庫内下方向噴
射部７３ａ及び７３ｂの噴射方向側に第１排水口２５が位置するのが好ましい。
【００６４】
　これにより、フード下方向噴射部４３ａ及び４３ｂから噴射された洗浄液及びその洗浄
液により剥がされた汚れ等を含む排水は、第１排水口２５側に集まり、第１排水口２５か
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ら排出される。同様に、庫内下方向噴射部７３ａ及び７３ｂから噴射された洗浄液及びそ
の洗浄液により剥がされた汚れ等を含む排水は、第１排水口２５側に集まり、第１排水口
２５から排出される。
【００６５】
　（３）上記実施形態では、洗浄液の噴射部として、空間Ｓ１に設けられるフード洗浄部
４０と、空間Ｓ２に設けられる庫内洗浄部７０とを設けている。しかし、洗浄液の噴射部
として、空間Ｓ１に設けられるフード洗浄部４０及び空間Ｓ２に設けられる庫内洗浄部７
０のいずれかが設けられている構成であってもよい。
【００６６】
　（４）上記実施形態では、フード洗浄部４０としては、２個のフード上方向噴射部４１
及び２個のフード下方向噴射部４３が設けられている。しかし、フード上方向噴射部４１
及びフード下方向噴射部４３の数はこれに限定されず、それぞれ１つであってもよいし、
それぞれ３個以上であってもよい。
【００６７】
　例えば、図１３に示すように、１つのフード上方向噴射部４１が、整流板１３の左右方
向の中央部において設けられている。１つのフード上方向噴射部４１は、フード部１１の
パネル部１１ａに向かって、下部から上部に向けて中央部から左右方向に概ね全体に亘っ
て洗浄液を噴射する。
【００６８】
　例えば、図１４に示すように、１つのフード上方向噴射部４１が、整流板１３の左右方
向の右端部において設けられている。１つのフード上方向噴射部４１は、フード部１１の
パネル部１１ａに向かって、下部から上部に向けて右端部から左右方向に概ね全体に亘っ
て洗浄液を噴射する。
【００６９】
　（５）上記実施形態では、長方形状の吸気口２３が整流板１３に３か所設けられている
。しかし、吸気口２３の開口の位置及び形状はこれに限定されない。例えば、吸気口２３
は、整流板１３の前側、後側、左側及び右側の４か所に長方形状に形成されていてもよい
。また、例えば、吸気口２３の形状は、正方形状及び楕円形状であってもよい。
　また、吸気口２３は、整流板１３に設けられず、整流板１３の外周と、整流板１３より
も一回り大きいフード部１１の内周との隙間により形成される開口（吸気口）によって形
成されていてもよい。排気は、整流板１３外周とフード部１１の内周との間の開口（吸気
口）を介して、整流板１３とフード部１１とにより囲まれる空間Ｓ１に取り込まれ、送風
機庫１７に導入される。このような構成の場合、整流板１３は、フード部１１と整流板１
３との間の開口面積を絞る機能を有しており、排気の吸込速度を高める。
【００７０】
　（６）上記実施形態では、噴射部は固定されており、洗浄液を所定範囲内に亘って噴射
するように構成されている。しかし、噴射部は揺動可能に支持されており、揺動により洗
浄液を所定範囲内に亘って噴射するように構成されていてもよい。
【００７１】
　例えば、フード上方向噴射部４１ａ及び４１ｂは、フード部１１のパネル部１１ａに対
して下部から上部に向かって揺動しながら洗浄液を噴射してもよい。さらには、フード上
方向噴射部４１ａは、中央部から左方向に向かって揺動しながら洗浄液を噴射してもよい
。また、フード上方向噴射部４１ｂは、中央部から右方向に向かって揺動しながら洗浄液
を噴射してもよい。
　同様に、フード下方向噴射部４３ａ及び４３ｂも揺動可能であってもよい。同様に、庫
内上方向噴射部７１ａ、庫内上方向噴射部７１ｂ、庫内下方向噴射部７３ａ及び７３ｂも
揺動可能であってもよい。
【００７２】
　（７）上記実施形態では、送風機庫１７に送風機１５が設けられている。しかし、例え
ば、送風機１５は送風機庫１７の上部に設けられていてもよい。この場合、送風機庫１７
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間Ｓ２として機能する。
【００７３】
　（８）上記実施形態では、上面視において、整流板１３は直方体状であり、フード部１
１は直方体状であり、送風機庫１７は直方体状である。しかし、これらの形状は直方体状
に限定されず、例えば、楕円形状、三角形状及び５角以上の多角形状等であってもよい。
【００７４】
　（９）上記実施形態では、洗浄液を噴射するが、洗浄液の代わりにお湯等を噴射しても
よい。
【００７５】
　なお、上記実施形態（別実施形態を含む、以下同じ）で開示される構成は、矛盾が生じ
ない限り、他の実施形態で開示される構成と組み合わせて適用することが可能であり、ま
た、本明細書において開示された実施形態は例示であって、本発明の実施形態はこれに限
定されず、本発明の目的を逸脱しない範囲内で適宜改変することが可能である。
【符号の説明】
【００７６】
１　　　　：レンジフード
２　　　　：ハウジング
１１　　　：フード部
１１ａ　　：パネル部
１３　　　：整流板
１７　　　：送風機庫
１９　　　：排気口
２０　　　：制御部
２３　　　：吸気口
２５　　　：第１排水口
２７　　　：第２排水口
３１　　　：シャッタ
４０　　　：フード洗浄部
４１　　　：フード上方向噴射部（第１噴射部、第１フード噴射部）
４３　　　：フード下方向噴射部（第２噴射部、第２フード噴射部）
４７　　　：送風機洗浄部
６５　　　：洗浄液供給部
７０　　　：庫内洗浄部
７１　　　：庫内上方向噴射部（第１噴射部、第１庫内噴射部）
７３　　　：庫内下方向噴射部（第２噴射部、第２庫内噴射部）
Ｎ　　　　：洗浄液噴射部
Ｓ　　　　：内部空間
Ｓ１　　　：空間
Ｓ２　　　：空間
Ｓ２ａ　　：空間
Ｓ２ｂ　　：空間
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